肺結核患者の白血球機能について by 斉藤 忠
肺結核患者の白血球機能について
著者 斉藤 忠
号 72
発行年 1961
URL http://hdl.handle.net/10097/17759
氏名
授一与学位
学位授与年月日
 学位授与の根拠法規
最終学歴
学位論文題目
さいとうただし
斉藤忠
医学博士
 昭和36年12月6已
 学位規則第5条第2項
 昭和29年3月福島県立医科大学卒業
 癬藏儲の白血職能について
論文審査委員 東北大学教授
東北大学教授
東北大学教授
山形敬一
中村隆
海老名敏明
 一72一
斉藤忠提出論文内容要旨
 sM+PASgNAH慶たはPZA+n{AH化学療法施行中の肺1劃亥患者9D例について,
 白血球食作用を森法,白血球像はMay-Gie皿8a染色{票本,平均核数を杉山法に準じて,入
 院時の餐病型と白檀L球像及び白血球食作用の関係を検討しン並びに化学療法による各病状の経過
 と白血球像及0荘BOL球倉作用の推移を6ケ月聞動的に観察し,その意義を検討した。
堪白血球線
 入院時↑TTA師結1亥分・題て従えば,重症,中等症,軽症の順,日本結核病学会分類に従1えば,
 広汎空洞型,非広汎空洞型,不安定非空洞型,安定非空洞型の順に白血∫シ1之数増加,平均法数渡少,
 好中性白血球増力目,リンパ球減少,エォジγ好1翻報UL球減少を示している。次に学研肺結核各病
 状経過判是基ll些に、1二る基本病変の経過と田揃L球像の監修をみるに,白血:曜致は1壌ll該コ0-90%
 消退した軽快例では正常に近づくが,不変闘,悪化例では次第に増加している。平」鰯亥数は軽快
 例では次第に増加するが,不変例では軽度減少の妥冥余り動揺を示さず,悪化1列では次第シこ減少
 している。好中性白痢L球1・τL軽快1あ1て性減少しているが,不変例,悪化例では増加している。リン
 パ球む.t著明軽快例では次第に増加しているが,軽度及び中等度軽快例では余り動揺を示さず,
 不変例7悪化例では動揺しながら低値を持続している。エオジγ好性白血球は軽快1列ては次第に
 増加し.,悪化例では次第に減少している。塩基好性臼血球では創」らかな関聯を認めず,単球1ゴ.減
 少のま＼イ推移しン笠。
 2白血球墨粒食作用
 因売時肺結核病巣を四TA肺結核分類及び日本結核病学会分類からみて,重症,広汎空洞塑程
 食作用低下著明であり,軽症及び安定非空胴型では一般に低値を示している。学研肺結核各病状
 経過判定基準に従い,肺結核の各病状と食作用の関係についてみるとン塗抹,血沈ン体温,基本
 病変,及び空洞等が曇挟をみた例で1.t館乍用品.比較的良好に保たれ,2ヶ月後一時低下した後
 次オに亢進し,対照値に近ずいている。病状不変例で齪入院時著明に機能7⊃低下がみられ,それ
 以後余り変動を示すこと嘆く推移するか,競いは非常に緩慢1て同憂抑傾向をとる乃がみられる。、
 悪化例では入院時機能低下が最も甚しく,2ケ月後著明1〔亢進しながらも,以後次オに低下して
 いる。学研による肺結核綜合経過判定と食作用度の関係につい七みると,6ケ月間の化学療法で
 著明軽快,中等度軽沢,軽度軽快闘では食作rト」は入院時や・疏氏下し,2ヶ月後便に低下した偽次
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 当'に亢進して対照値に近づくが,不袈例では川売時著明に低下し,以後非常に緩慢左回復を示し
 ている。悪化例では入院時最も低下しているが,2ヶ月後著明に亢進した後,次オに低下して行
 く力が認められる。
ヘノラ一
 審査結果の要旨
 SM+PAS+lNAH丈たはPZA+エNAH化学療法施行中の肺結核患者90例について,
 白血球食作用を海法,白血球像はMay-Gie皿sa染色標本1平均核数を杉山法に準じて,入
 院時の各病型と白血球像及び白血球食作用の関係を検討し,並びに化学療法による各病状の経過
 と白血球像及0荘袖血球餌乍用の推移を6ヶ月間動的に観察し,そ'の意1義を検討した。
 1白血球像
 入院時NTA肺結核分,1〔1に従えば,重症,中等症,軽症の順,日本結核病学会分類に従えば,
 広汎空洞型,非広汎空洞型,不安定非空洞型1安定非空洞型の順に白血球数増加,平均核数減少,
 好中性白血球増加,リンパ球減少,エォジγ好性白熊L球減少を示している。次に学研肺結核各病
 状経過判定基上悔⊂,kる基本病変の経過と白面U∋心象の1佳移をみるレこ,1ヨ血」,k数シよ陰影'10-90%
 消退した軽快例では正常に近づくが,不変例,悪化例では次第に増加している。平均核数は軽快
 例では次第に増加するが,不変側て1よ軽度減少のまy余り動揺を示さず,悪化例では次第に減少
 している。好中性白面L球は軽快例では1ぎ迄少しているカ㍉不変例,悪化例では増加している。リノ
 バ球は著明軽快例では次第に増撫しているが,軽度及び中等度軽快例では余ウ動揺を示さず,
 不変例,悪化例では動揺しながら底値を持i航している。エオジン'好性白血球は軽快例では次第に
 増加し7悪化例では次第に減少している。塩急集好性白血球では明らか畷関聯を詔めず・単球は減
 少のま』打E移した。
 2白血球墨粒食作用
 因売時肺結核病巣をNTA肺結核分類及び1ヨ本結核病学会分類からみて,重症,広汎空洞型軽
 食・作用低下著明であり,軽症及び安定非空洞型では一般に低値を示している。学研肺線亥各病状
 経過判定基準に従い,肺結核の各病状と食作用の関係についfみると,塗抹,血沈,体温,基本
 病変ン及び空洞等が軽快をみた例では紺乍用は比較的良好に保たれ,2ケ月後一時低下した後
 次オに亢進し,対照値に近ずいている。病状不変例では入院時著明に機能の低下がみられ,それ
 以後余り変動を示すこと丘く飛移するか.或いけ非常に緩慢に回復の傾向をとるのがみられる。,
 悪化例でけ入院時機能低下が最も甚しく,2ケ月後著明に亢進しながらも,以後次オに低下して
 いる。学研による肺結核綜合経過判定と食作用度の関係についtみると,6ヶ月間の化学療法で
 著ゆ握侠,中等度軽沢,軽度軽快例では食作用は入院時やや低下し,2ケ月後憂に低下した後・次
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 オに亢進して対照値に近づくが。不変例では入院時著明に低下し,以後非常に緩慢左回復を示し
 ている。悪化例でけ入院特段も低下し亡いるが,2ケ月後著明に亢進した後,次オに低下して行
 くのが認められると結論している。
 よって,著者は医学博士の学位を受けるに充分左資格があるものと認める。
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